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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象者の覚醒度を検出する覚醒度検出手段と、
　前記覚醒度検出手段で検出した覚醒度に基づいて飲酒検査の実施を決定し、飲酒検査を
実施すると決定した場合に対象者の飲酒検査を行う飲酒検査手段と
　を備えることを特徴とする飲酒検査装置。
【請求項２】
　前記飲酒検査手段は、前記覚醒度検出手段で検出した覚醒度に基づいて飲酒検査を行う
か否かを判定する実施判定手段を備え、前記実施判定手段で飲酒検査を行うと判定した場
合にのみ飲酒検査を行うことを特徴とする請求項１に記載する飲酒検査装置。
【請求項３】
　前記覚醒度検出手段は、対象者の閉眼状態に基づいて覚醒度を検出することを特徴とす
る請求項１又は請求項２に記載する飲酒検査装置。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、飲酒検査装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　人は、飲酒によって、判断力、注意力、運動能力などが低下する。そのため、飲酒状態
で車両を運転すると、危険性が増し、事故を起こす可能性が高くなる。しかし、飲酒運転
を行うドライバが存在する。そこで、飲酒運転を抑制する装置が各種開発されている。例
えば、特許文献１に記載の遠隔監視制御システムでは、ドライバが警告によってアルコー
ル濃度チェックすることを促され、アルコール濃度が一定値を超えた場合には警告や警報
によって運転停止を促される。この警告などを無視して運転が継続された場合、再度、ド
ライバが警告や警報によって運転停止を促され、さらに、車両のエンジンを停止させるこ
とも可能である。また、警告から一定時間以上アルコール濃度チェックを行わない場合、
再度、ドライバに対して警告する。
【特許文献１】特開２００４－１４８９５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の飲酒運転抑制装置の場合、飲酒検査を定期的（例えば、運転中の一定時間毎）に
促されるので、飲酒していないドライバにとっては飲酒検査が非常に煩わしく、負担であ
る。また、飲酒検査の精度は１００％でないので、飲酒していないにもかかわらず、飲酒
状態と誤検知される場合もある。この場合、車両がインタロックされると、ドライバがそ
れを解除することができず、車両を発進させることができない。
【０００４】
　そこで、本発明は、検査の煩わしさを軽減する飲酒検査装置を提供することを課題とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る飲酒検査装置は、対象者の覚醒度を検出する覚醒度検出手段と、覚醒度検
出手段で検出した覚醒度に基づいて飲酒検査の実施を決定し、飲酒検査を実施すると決定
した場合に対象者の飲酒検査を行う飲酒検査手段とを備えることを特徴とする。
【０００６】
　この飲酒検査装置では、覚醒度検出手段により、対象者の覚醒度を検出する。飲酒して
いる場合、通常、覚醒度が低下するので、飲酒と覚醒度との間には因果関係がある。した
がって、覚醒度を用いることにより、飲酒検査が必要な場合（飲酒の可能性が高い場合）
に飲酒検査を行うことができる。そこで、飲酒検査装置では、飲酒検査手段により、覚醒
度に基づいて対象者の飲酒検査を行う。このように、飲酒検査装置では、飲酒検査に覚醒
度を考慮することにより、対象者の飲酒検査の煩わしさを軽減でき、対象者の負担を軽減
できる。さらに、覚醒度に基づいて飲酒の可能性がある場合に飲酒検査を行うことができ
るので、検査精度も向上し、誤検知を抑制できる。
【０００７】
　本発明の上記飲酒検査装置では、飲酒検査手段は、覚醒度検出手段で検出した覚醒度に
基づいて飲酒検査を行うか否かを判定する実施判定手段を備え、実施判定手段で飲酒検査
を行うと判定した場合にのみ飲酒検査を行うと好適である。
【０００８】
　飲酒している場合には通常より覚醒度が低下するので、通常の覚醒度の場合（覚醒度が
高い場合）には飲酒検査を行う必要がなく、通常より覚醒度が低下している場合（覚醒度
が低い場合）だけ飲酒検査を行う必要がある。そこで、飲酒検査装置では、覚醒度検出手
段によって覚醒度を検出すると、実施判定手段により覚醒度に基づいて飲酒検査を行うか
否かを判定する。そして、飲酒検査装置では、実施判定手段で飲酒検査を行うと判定した
ときだけ飲酒検査を実施する。これによって、飲酒の可能性があり、飲酒検査が必要な場
合にだけ飲酒検査を実施することができる。
【０００９】
　本発明の上記飲酒検査装置では、覚醒度検出手段は、対象者の閉眼状態に基づいて覚醒
度を検出する構成としてもよい。覚醒度が低下するほど（眠気が増すほど）、人は眼を閉
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じ、睡眠状態となる。したがって、閉目状態に基づいて覚醒度を検出することができる。
特に、車両のドライバの場合、眼を閉じて運転することは考えられないので、眼を閉じて
いるときには覚醒度が低下している可能性が非常に高い。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、飲酒検査に覚醒度を考慮することにより、飲酒検査の煩わしさを軽減できる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、本発明に係る飲酒検査装置の実施の形態を説明する。
【００１２】
　本実施の形態では、本発明に係る飲酒検査装置を、車両に搭載される飲酒運転抑制装置
に適用する。本実施の形態に係る飲酒運転抑制装置は、検査が必要な場合にドライバに対
して飲酒検査を実施し、ドライバが飲酒状態の場合には車両をインタロックする。さらに
、本実施の形態に係る飲酒運転抑制装置は、ヘルプネットを利用し、ヘルプネットを通じ
てのインタロックやインタロック解除が可能である。
【００１３】
　ヘルプネットとは、緊急通報等の車両（乗員）に対して各種サポートを行うシステムで
あり、通信によってヘルプネットセンタと車両との間で情報を送受信できる。ヘルプネッ
トでは、車両の乗員とヘルプネットセンタのオペレータとの間での音声による通話及びヘ
ルプネットセンタと車両の各種装置との間で信号の送受信が可能である。ヘルプネットを
利用する場合、車両毎にヘルプネットを利用する契約が事前に結ばれ、契約した車両しか
ヘルプネットセンタに接続できない。ヘルプネットセンタのオペレータとしては、例えば
、トラック、バス、タクシなどの運行管理者、警察関係者あるいは個人契約であればその
判断責任を任せられた選任担当者が適している。
【００１４】
　図１を参照して、本実施の形態に係る飲酒運転抑制装置１について説明する。図１は、
本実施の形態に係る飲酒運転抑制装置の構成図である。
【００１５】
　飲酒運転抑制装置１は、飲酒運転を抑制するためにドライバに対して飲酒検査を要求す
るが、ドライバに対する飲酒検査の煩わしさを極力軽減する。そのために、飲酒運転抑制
装置１は、覚醒度が低下したときだけ飲酒検査を実施したり、また、ヘルプネットを通じ
て非飲酒者と認定されたドライバに対して飲酒検査を実施しない。
【００１６】
　飲酒運転抑制装置１は、ドライバ覚醒度低下判断装置１０、飲酒検査装置１１、指紋認
証装置１２、シート加重センサ１３、シートベルトセンサ１４、通信機２０、スピーカ２
１、スタータカットリレー２３及びＥＣＵ[ElectronicControl Unit]３０を備えている。
また、飲酒運転抑制装置１は、ヘルプネットセンタ４０と接続可能であり、ヘルプネット
を利用する。
【００１７】
　なお、本実施の形態では、ドライバ覚醒度低下判断装置１０が特許請求の範囲に記載す
る覚醒度検出手段に相当し、飲酒検査装置１１及びＥＣＵ３０における処理が特許請求の
範囲に記載する飲酒検査手段に相当し、ＥＣＵ３０における処理が特許請求の範囲に記載
する実施判定手段に相当する。
【００１８】
　ドライバ覚醒度低下判断装置１０は、ドライバの覚醒度が低下しているか否かを判断す
る装置である。ドライバ覚醒度低下判断装置１０では、カメラでドライバの顔周辺を撮像
し、その撮像画像からドライバの眼部分の画像を抽出し、その眼部分の画像から眼を閉じ
ているか否か（つまり、覚醒度が低下している否か）を判定する。そして、ドライバ覚醒
度低下判断装置１０では、一定時間毎に、閉眼状態の判定結果をＥＣＵ３０に送信する。
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ドライバの覚醒度が低下するほど（眠気が強くなるほど）、眼を閉じ、居眠り状態となる
。
【００１９】
　飲酒検査装置１１は、ドライバが飲酒状態か否かを検査する装置である。飲酒検査装置
１１では、アルコール濃度検知センサ（例えば、半導体式、電気化学式、化学反応式、光
学式）によりドライバの呼気からアルコール濃度を計測し、アルコール濃度が閾値以上か
否かを判定する。閾値は、飲酒状態か否かを判定するための閾値であり、実験等によって
予め決められた値である。そして、飲酒検査装置１１では、飲酒状態か否かの判定結果を
ＥＣＵ３０に送信する。なお、飲酒検査装置１１はＥＣＵ３０によって起動され、ドライ
バの飲酒検査が可能となる。
【００２０】
　指紋認証装置１２は、ドライバの指紋を認証する装置である。指紋認証装置１２は、ス
テアリングホイール等に設けれたスキャナでドライバの指の指紋を読み取り、読み取った
指紋と既に登録されている指紋とを照合し、照合した場合には登録されたドライバと認証
する。そして、指紋認証装置１２では、読み取った指紋情報や照合結果（認証結果）をＥ
ＣＵ３０に送信する。なお、指紋認証装置ではなく、単に、ドライバの指の指紋を読み取
る指紋スキャナ装置でもよい。
【００２１】
　シート加重センサ１３は、各シートに設けられ、シートに加わる加重を検出するセンサ
である。シート加重センサ１３では、シートに加わる加重を検出し、その検出結果をＥＣ
Ｕ３０に送信する。
【００２２】
　シートベルトセンサ１４は、各シートに設けられ、シートベルトを装着しているか否か
を検知するセンサである。シートベルトセンサ１４では、シートベルトの装着／非装置を
検知し、その検知結果をＥＣＵ３０に送信する。
【００２３】
　通信機２０は、車両の外部と無線通信するための装置である。ヘルプネットボタン（図
示せず）などによってドライバがヘルプネットへ接続要求あるいは車両の各種装置から接
続要求すると、通信機２０を介してヘルプネットセンタ４０との無線通信が可能となる。
この通信では、通話するための音声信号及び制御信号や指令信号などを送受信する。なお
、通信機２０は、携帯電話を利用したものでもよい。
【００２４】
　スピーカ２１は、車両に備えられるスピーカであり、他の装置と共用される。スピーカ
２１では、ＥＣＵ３０から音声信号（電気信号）が送信されると、その音声信号を機械振
動に変えて音声出力する。
【００２５】
　スタータカットリレー２３は、スタータ線をカットするためのリレーである。スタータ
カットリレー２３をオフすることによってセルモータを回せなくなり、エンジンを始動で
きなくなる。スタータカットリレー２３では、ＥＣＵ３０からリレーオフ信号を受信する
と、リレーをオフする（リレーを開く）。また、スタータカットリレー２３では、ＥＣＵ
３０からリレーオン信号を受信すると、リレーをオンする（リレーを閉じる）。
【００２６】
　ＥＣＵ３０は、ＣＰＵ[Central Processing Unit]、ＲＯＭ[Read Only Memory]、ＲＡ
Ｍ[Random Access Memory]などからなり、飲酒運転抑制装置１を統括制御する。ＥＣＵ３
０では、ＲＯＭに格納されるアプリケーションプログラムがＲＡＭにロードされ、ＣＰＵ
で実行されることによってアクチュエーション判断部３０ａとインタロック制御部３０ｂ
が構成される。
【００２７】
　アクチュエーション判断部３０ａでは、各装置１０，１１，１２からの情報、各センサ
１３，１４の検出結果、ドライバからの指令、ヘルプネットセンタ４０からの指令などを
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総合的に判断し、各種指令や各種制御を行う。アクチュエーション判断部３０ａでは、運
転開始時、運転中、ドライバが車両を初回運転時、ドライバが車両を２回目以降運転時に
アプリケーションをそれぞれ実行する。
【００２８】
　運転開始時について説明する。アクチュエーション判断部３０ａでは、飲酒検査装置１
１を起動する。そして、アクチュエーション判断部３０ａでは、飲酒検査装置１１からの
ドライバの飲酒検査の検査結果を受信し、飲酒状態と検知された場合にはインタロック制
御部３０ｂに車両をインタロックするように指令する。なお、運転開始時の飲酒検査につ
いては、運転開始時にドライバに対してスピーカ２１から飲酒検査を促すようにしてもよ
いし、あるいは、ドライバが自主的に飲酒検査（例えば、エンジンを始動させるための条
件）するようにしてもよい。
【００２９】
　この際、ドライバは、飲酒検査装置１１での飲酒誤検知によって車両がインタロックさ
れたと判断した場合、ヘルプネットボタンなどによってヘルプネットへの接続を要求する
。アクチュエーション判断部３０ａでは、この要求に応じて、通信機２０を介してヘルプ
ネットセンタ４０と接続し、ドライバとヘルプネットセンタ４０のオペレータとの通話を
可能な状態とする。
【００３０】
　ここで、ドライバは、オペレータに対して飲酒状態の誤検知によって車両がインタロッ
クされたことを説明し、インタロックの解除を要求する。オペレータは、ドライバが本当
に飲酒していないかを判断するために、各種検査や確認を行う。この各種検査や確認とし
ては、例えば、ドライバとの会話状況、ドライバ覚醒度低下判断装置１０での覚醒度低下
の判断結果、ドライバ覚醒度低下判断装置１０のカメラで撮像したドライバの顔画像を用
いて飲酒しているか否か判断する。オペレータは、ドライバが飲酒していない（飲酒検査
装置１１で誤検知）と判断した場合、車両のインタロックを解除するための指令信号をＥ
ＣＵ３０に送信する。この信号を受信すると、アクチュエーション判断部３０ａでは、イ
ンタロック制御部３０ｂに車両のインタロックを解除するように指令する。あるいは、イ
ンタロック制御部３０ｂで、直接信号を受信し、インタロックを解除する。
【００３１】
　運転中について説明する。アクチュエーション判断部３０ａでは、ドライバ覚醒度低下
判断装置１０から一定時間毎に送信される判断結果に基づいて、ドライバが閉眼状態（覚
醒度低下）と判断されている場合にはその状態が第一判定時間以上継続しているか否かを
判定する。第一判定時間は、ドライバの覚醒度が確実に低下していると判定できる時間で
あり、実験等で予め設定される。閉眼状態が第一判定時間以上継続している場合、アクチ
ュエーション判断部３０ａでは、ドライバに飲酒検査を要求するためのメッセージを音声
出力ための音声信号をスピーカ２１に送信するとともに、飲酒検査装置１１を起動する。
このメッセージとしては、例えば、飲酒検査を実施して下さいである。
【００３２】
　ちなみに、飲酒しているときには、通常、覚醒度が低下する。したがって、覚醒度が高
いときには、飲酒している可能性が非常に低く、飲酒検査を行う必要がない。逆に、覚醒
度が通常より低下しているときには、飲酒している可能性があるので、飲酒検査を行う必
要がある。また、覚醒度が低下しているときに飲酒検査を行うので、検査精度も向上し、
誤検知も抑制できる。
【００３３】
　飲酒検査要求後、アクチュエーション判断部３０ａでは、飲酒検査装置１１から飲酒検
査の検査結果を受信待ちする。検査結果を受信できない間（すなわち、ドライバが飲酒検
査を実施していない間）、アクチュエーション判断部３０ａでは、飲酒検査要求後に第二
判定時間経過したか否かを判定する。第二判定時間は、ドライバが飲酒検査要求に対して
飲酒検査を確実に実施しないことを判定できる時間であり、実験等で予め設定される。飲
酒検査要求後に第二判定時間経過した場合、アクチュエーション判断部３０ａでは、ヘル
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プネットを通じて飲酒検査を要求するために、通信機２０を介してヘルプネットセンタ４
０と接続し、ドライバとヘルプネットセンタ４０のオペレータとの通話を可能な状態とす
る。
【００３４】
　接続すると、オペレータは、ドライバに対して飲酒の状況を確認し、ドライバに飲酒検
査を行うように要求する。この飲酒検査要求に対しても飲酒検査を行わない場合、ドライ
バは飲酒をしている可能性があるので、アクチュエーション判断部３０ａでは、インタロ
ック制御部３０ｂに車両をインタロックするように指令する。この際、ヘルプネットセン
タ４０側からインタロックするように指令信号を送信するようにしてもよいし、あるいは
、ＥＣＵ３０側で飲酒検査実施の有無に基づいてインタロックをするか否かの判断を行っ
てもよい。
【００３５】
　飲酒検査要求に応じて飲酒検査を実施した場合（飲酒検査装置１１から飲酒検査の検査
結果を受信した場合）、アクチュエーション判断部３０ａでは、運転開始時と同様の処理
を行う。
【００３６】
　ドライバが初回運転時について説明する。アクチュエーション判断部３０ａでは、シー
ト加重センサ１３からの検出結果及びシートベルトセンサ１４からの検知結果に基づいて
、ドライバが１名で乗車しているか否かを判定する。ここでは、運転席以外にシートに加
重が加わっていないか、シートベルトが装着されていないかを判定する。ドライバだけし
か乗車していない場合、ドライバに成りすまして飲酒検査を行う人がいないので、飲酒検
査をドライバが確実に行っていると推定できる。
【００３７】
　１名乗車と判定した場合、アクチュエーション判断部３０ａでは、指紋認証装置１２及
び飲酒検査装置１１を起動し、指紋認証装置１２からのドライバの指紋情報及び飲酒検査
装置１１からのドライバの飲酒検査の検査結果を受信する。そして、アクチュエーション
判断部３０ａでは、飲酒状態と検知された場合にはインタロック制御部３０ｂに車両をイ
ンタロックするように指令する。なお、この際の飲酒検査開始のトリガは、任意であり、
例えば、ドライバに対してスピーカ２１から飲酒検査を促す。
【００３８】
　この際、上記と同様に、ドライバが飲酒誤検知と判断した場合、ヘルプネットへの接続
を要求する。アクチュエーション判断部３０ａでは、この要求に応じて、ヘルプネットセ
ンタ４０に接続する。ここで、ドライバは、上記と同様に、オペレータに対してインタロ
ック解除を要求する。オペレータは、上記と同様に、ドライバに対して各種検査や確認を
行う。
【００３９】
　ドライバが飲酒していない（飲酒検査装置１１で誤検知）と判断した場合、オペレータ
は、このドライバを非飲酒者と認定する。そして、ヘルプネットセンタ４０では、ＥＣＵ
３０からドライバの指紋情報を取得し、その指紋を個人情報としてそのドライバを非飲酒
者として登録する。非飲酒者と登録された場合、そのドライバについては、ヘルプネット
を通じて、その車両を次回以降運転する際に１名乗車のときには飲酒検査が免除される。
さらに、オペレータは、上記と同様に、車両のインタロックを解除するための指令信号を
ＥＣＵ３０に送信する。この信号を受信すると、ＥＣＵ３０では、上記と同様に、インタ
ロックを解除する。また、オペレータは、運転中の飲酒検査を常時ＯＦＦするための指令
信号をＥＣＵ３０に送信する。この信号を受信すると、アクチュエーション判断部３０ａ
では、運転中、このドライバに対する飲酒検査を実施しない（飲酒検査装置１１を起動し
ない）。
【００４０】
　ドライバが２回目以降運転時について説明する。アクチュエーション判断部３０ａでは
、上記と同様に、シート加重とシートベルトの装着状況により、ドライバが１名で乗車し
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ているか否かを判定する。１名乗車の場合、アクチュエーション判断部３０ａでは、通信
機２０を介してヘルプネットセンタ４０と接続する。また、アクチュエーション判断部３
０ａでは、指紋認証装置１２を起動し、指紋認証装置１２からのドライバの指紋情報を受
信する。
【００４１】
　この際、ヘルプネットセンタ４０では、ＥＣＵ３０からドライバの指紋情報を受信し、
その指紋を持つドライバが非飲酒者として登録されているか否かを判定する。非飲酒者と
して登録されている場合、ヘルプネットセンタ４０では、運転中の飲酒検査を常時ＯＦＦ
するための指令信号をＥＣＵ３０に送信する。この信号を受信すると、アクチュエーショ
ン判断部３０ａでは、運転中、このドライバに対する飲酒検査を実施しない。
【００４２】
　インタロック制御部３０ｂでは、アクチュエーション判断部３０ａ又はヘルプネットセ
ンタ４０から車両をインタロックする指令を受信すると、スタータカットリレー２３にリ
レーオフ信号を送信する。また、インタロック制御部３０ｂでは、アクチュエーション判
断部３０ａ又はヘルプネットセンタ４０から車両のインタロックを解除する指令を受信す
ると、スタータカットリレー２３にリレーオン信号を送信する。
【００４３】
　図１を参照して、飲酒運転抑制装置１、ドライバ、ヘルプネットセンタ４０（オペレー
タ）の動作について説明する。ここでは、運転開始時の動作を図２のフローチャートに沿
って説明し、運転中の動作を図３のフローチャートに沿って説明し、初回運転時の動作を
図４のフローチャートに沿って説明し、２回目以降運転時の動作を図５のフローチャート
に沿って説明する。図２は、図１の飲酒運転抑制装置を搭載した車両における運転開始時
の動作の流れを示すフローチャートである。図３は、図１の飲酒運転抑制装置を搭載した
車両における運転中の動作の流れを示すフローチャートである。図４は、図１の飲酒運転
抑制装置を搭載した車両をドライバが初回運転時の動作の流れを示すフローチャートであ
る。図５は、図１の飲酒運転抑制装置を搭載した車両をドライバが２回目以降運転時の動
作の流れを示すフローチャートである。
【００４４】
　運転開始時、ＥＣＵ３０では、飲酒検査装置１１を起動する。ドライバは、飲酒検査装
置１１に息を吹きかけ、飲酒検査を実施する（Ｓ１０）。飲酒検査装置１１では、ドライ
バの呼気からアルコール濃度を計測し、アルコール濃度に基づいて飲酒状態か否かを判断
する（Ｓ１１）。そして、飲酒検査装置１１では、その飲酒状態か否かの判断結果をＥＣ
Ｕ３０に送信する。その判断結果を受信すると、ＥＣＵ３０では、Ｓ１１で飲酒状態でな
いと判断されている場合、処理を終了する。
【００４５】
　Ｓ１１で飲酒状態であると判断されている場合、ＥＣＵ３０では、スタータカットリレ
ー２３にリレーオフ信号を送信する（Ｓ１２）。リレーオフ信号を受信すると、スタータ
カットリレー２３ではリレーをオフし、車両をインタロックする（Ｓ１２）。
【００４６】
　実際に飲酒している場合（飲酒状態の判断が誤検知でない場合）、ドライバは、飲酒状
態であることを自覚し、運転を諦めて車両から降りる（Ｓ１３）。これによって、飲酒運
転が防止される。
【００４７】
　一方、実際に飲酒していない場合、ドライバは、飲酒状態の判断が誤検知であると判断
する（Ｓ１３）。そして、ドライバは、ヘルプネットボタンなどによってヘルプネットへ
の接続を要求する（Ｓ１４）。この要求に応じて、ＥＣＵ３０では、通信機２０を介して
ヘルプネットセンタ４０に接続する（Ｓ１４）。
【００４８】
　ヘルプネットセンタ４０に接続すると、ドライバは、飲酒誤検知によって車両がインタ
ロックされたことを事情説明する。オペレータは、ドライバが飲酒しているかの各種検査
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や確認を行い（Ｓ１５）、飲酒誤検知か否かを判断する（Ｓ１６）。Ｓ１６にて誤検知で
ないと判断した場合（すなわち、ドライバが飲酒していることを確認した場合）、オペレ
ータは、ドライバにそのことを告げ、接続を切る。ドライバは、運転を諦めて車両から降
りる。
【００４９】
　一方、Ｓ１６にて誤検知であると判断した場合（すなわち、ドライバが飲酒していない
ことを確認した場合）、ヘルプネットセンタ４０では、車両のインタロックを解除するた
めの指令信号をＥＣＵ３０に送信する（Ｓ１７）。この信号を受信すると、ＥＣＵ３０で
は、スタータカットリレー２３にリレーオン信号を送信する（Ｓ１７）。このリレーオン
信号を受信すると、スタータカットリレー２３では、リレーをオンする（Ｓ１７）。これ
によって、エンジンが始動可能となる。ドライバは、エンジンを始動し、運転を開始する
。
【００５０】
　運転中、常時、ドライバ覚醒度低下判断装置１０では、一定時間毎に、ドライバの眼の
開閉状態に基づいて覚醒度が低下しているか否かを判断し、その判断結果をＥＣＵ３０に
送信している（Ｓ２０）。この判断結果を受信すると、ＥＣＵ３０では、覚醒度が低下し
ている状態が第一判定時間以上継続しているか否かを判定する（Ｓ２１）。Ｓ２１にて覚
醒度が低下している状態が第一判定時間以上継続していないと判定した場合（覚醒度が高
い場合あるいは覚醒度が低下しているが未だ第一判定時間以上継続していない場合）、Ｓ
２０に戻る。
【００５１】
　一方、Ｓ２１にて覚醒度が低下している状態が第一判定時間以上継続していると判定し
た場合、ＥＣＵ３０では、ドライバに飲酒検査を要求するためのメッセージの音声信号を
スピーカ２１に送信するとともに、飲酒検査装置１１を起動する（Ｓ２２）。この音声信
号を受信すると、スピーカ２１では、ドライバに飲酒検査を要求するためのメッセージを
音声出力する（Ｓ２２）。
【００５２】
　飲酒検査要求後、ＥＣＵ３０では、飲酒検査装置１１から飲酒検査の検査結果を受信待
ちし、飲酒検査要求後に第二判定時間経過したか否かを判定する（Ｓ２３）。Ｓ２３にて
第二判定時間経過したと判定した場合、ＥＣＵ３０では、ドライバが飲酒検査要求に応じ
なかったか否かを判定する（Ｓ２４）。Ｓ２４にて要求に応じなかったと判定した場合、
ＥＣＵ３０では、通信機２０を介してヘルプネットセンタ４０に接続する（Ｓ２５）。接
続すると、ＥＣＵ３０では、ドライバが飲酒検査要求に応じないことを事情説明するメッ
セージなどをヘルプネットセンタ４０に送信する。すると、オペレータは、ドライバに対
して飲酒状況を確認し、ドライバに飲酒検査を行うように要求する（Ｓ２６）。そして、
ＥＣＵ３０では、この飲酒検査要求に対して応じないか否かを判断する（Ｓ２７）。Ｓ２
７にて要求に応じないと判断した場合、ＥＣＵ３０では、スタータカットリレー２３にリ
レーオフ信号を送信する（Ｓ２８）。このリレーオフ信号を受信すると、スタータカット
リレー２３ではリレーをオフし、車両をインタロックする（Ｓ２８）。ドライバは、飲酒
状態であることを自覚し、運転を諦めて車両から降りる。これによって、飲酒運転が防止
される。
【００５３】
　一方、ＥＣＵ３０の要求後に第二判定時間経過前に要求に応じた場合あるいはオペレー
タの要求に応じた場合、ドライバが飲酒検査を実施すると（Ｓ２９）、飲酒運転抑制装置
１、ドライバ、ヘルプネットセンタ４０では、Ｓ３０～Ｓ３６の動作を運転開始時の図２
のＳ１１～Ｓ１７の動作と同様の動作を行う。
【００５４】
　初回運転時、ＥＣＵ３０では、シート加重センサ１３から検出信号を受信するとともに
シートベルトセンサ１４から検知信号を受信する。そして、ＥＣＵ３０では、各シートに
加わる加重及びシートベルトの装着状態に基づいてドライバが１名で乗車しているか否か
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を確認し（Ｓ４０）、１名乗車か否かを判定する（Ｓ４１）。Ｓ４１にて１名乗車でない
と判定した場合、ＥＣＵ３０では、処理を終了する。
【００５５】
　一方、Ｓ４１にて１名乗車と判定した場合、ＥＣＵ３０では、指紋認証装置１２を起動
する。指紋認証装置１２では、ドライバの指紋を採取し、その指紋情報をＥＣＵ３０に送
信する（Ｓ４２）。ＥＣＵ３０では、指紋認証装置１２からのドライバの指紋情報を受信
する。また、ＥＣＵ３０では、飲酒検査装置１１を起動する。この際、ドライバは、飲酒
検査装置１１に息を吹きかけ、飲酒検査を実施する（Ｓ４３）。飲酒検査装置１１では、
ドライバの呼気からアルコール濃度を計測し、アルコール濃度に基づいて飲酒状態か否か
を判断する（Ｓ４４）。ＥＣＵ３０では、飲酒検査装置１１からのドライバの飲酒検査の
検査結果を受信する。Ｓ４４にて飲酒状態と判断された場合、ＥＣＵ３０では、スタータ
カットリレー２３にリレーオフ信号を送信する（Ｓ４５）。このリレーオフ信号を受信す
ると、スタータカットリレー２３ではリレーをオフし、車両をインタロックする（Ｓ４５
）。
【００５６】
　実際に飲酒している場合、ドライバは、飲酒状態であることを自覚し、運転を諦めて車
両から降りる（Ｓ４６）。これによって、飲酒運転が防止される。
【００５７】
　一方、実際に飲酒していない場合、ドライバは、飲酒状態の判断が誤検知であると判断
する（Ｓ４６）。そして、ドライバは、ヘルプネットボタンなどによってヘルプネットへ
の接続を要求する（Ｓ４７）。この要求に応じて、ＥＣＵ３０では、通信機２０を介して
ヘルプネットセンタ４０に接続する（Ｓ４７）。
【００５８】
　ヘルプネットセンタ４０に接続すると、ドライバは、飲酒誤検知によって車両がインタ
ロックされたことを事情説明する。オペレータは、ドライバが飲酒しているかの各種検査
や確認を行う（Ｓ４８）。そして、オペレータは、飲酒誤検知か否かを判断し、ドライバ
が非飲酒者か否かを判定する（Ｓ４９）。Ｓ４９にて誤検知でないと判断し、ドライバを
飲酒者であると確認した場合、オペレータは、ドライバにそのことを告げ、接続を切る。
ドライバは、運転を諦めて車両から降りる。
【００５９】
　一方、誤検知と判断し、ドライバを非飲酒者であると確認した場合、ヘルプネットセン
タ４０では、ＥＣＵ３０からドライバの指紋情報を受信し、その指紋を個人情報としてそ
のドライバを非飲酒者として登録する（Ｓ５０）。さらに、ヘルプネットセンタ４０では
、車両のインタロックを解除するための指令信号をＥＣＵ３０に送信する（Ｓ５１）。こ
の信号を受信すると、ＥＣＵ３０では、スタータカットリレー２３にリレーオン信号を送
信する（Ｓ５１）。このリレーオン信号を受信すると、スタータカットリレー２３では、
リレーをオンする（Ｓ５１）。これによって、エンジンが始動可能となる。ドライバは、
エンジンを始動し、運転を開始する。また、ヘルプネットセンタ４０では、運転中の飲酒
検査を常時ＯＦＦするための指令信号をＥＣＵ３０に送信する（Ｓ５２）。この信号を受
信すると、ＥＣＵ３０では、運転中、このドライバに対する飲酒検査を実施しない（Ｓ５
２）。これによって、ドライバは、運転中、飲酒運転を行わないでよい。
【００６０】
　２回目以降運転時、初回運転時と同様に、ＥＣＵ３０では、各シートに加わる加重及び
シートベルトの装着状態に基づいてドライバが１名で乗車しているか否かを確認し（Ｓ６
０）、１名乗車か否かを判定する（Ｓ６１）。Ｓ６１にて１名乗車でないと判定した場合
、ＥＣＵ３０では、処理を終了する。
【００６１】
　一方、Ｓ４１にて１名乗車と判定した場合、ＥＣＵ３０では、通信機２０を介してヘル
プネットセンタ４０に接続する（Ｓ６２）。また、ＥＣＵ３０では、指紋認証装置１２を
起動する。指紋認証装置１２では、ドライバの指紋を採取し、その指紋情報をＥＣＵ３０
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に送信する（Ｓ６３）。ＥＣＵ３０では、指紋認証装置１２からのドライバの指紋情報を
受信する。そして、ＥＣＵ３０では、ドライバの指紋情報をヘルプネットセンタ４０に送
信する。この指紋情報を受信すると、ヘルプネットセンタ４０では、その指紋のドライバ
が非飲酒者として登録されているか否か確認する（Ｓ６４）。Ｓ６４にて非飲酒者として
登録されていないことを確認した場合、初回運転時の図４のＡ（Ｓ４３以降の動作）に移
行する。
【００６２】
　一方、Ｓ６４にて非飲酒者として登録されていることを確認した場合、ヘルプネットセ
ンタ４０では、運転中の飲酒検査を常時ＯＦＦするための指令信号をＥＣＵ３０に送信す
る（Ｓ６５）。この信号を受信すると、ＥＣＵ３０では、運転中、このドライバに対する
飲酒検査を実施しない（Ｓ６５）。これによって、ドライバは、運転中、飲酒運転を行わ
ないでよい。
【００６３】
　この飲酒運転抑制装置１によれば、ドライバの覚醒度が低下した場合（飲酒検査が必要
な場合）にのみ飲酒検査を実施するので、ドライバの負担及び飲酒検査の煩わしさを軽減
できる。さらに、覚醒度低下に基づいて飲酒の可能性がある場合に飲酒検査を行うので、
検査精度も向上し、誤検知を抑制できる。
【００６４】
　また、飲酒運転抑制装置１によれば、ヘルプネットを通じてしかインタロックを解除す
ることができないので、不正なインタロック解除を防止できる。さらに、飲酒運転抑制装
置１によれば、ドライバが飲酒要求に応じない場合にはヘルプネットを通じて飲酒状態を
確認し、必要に応じてインタロックすることができるので、ドライバが飲酒検査に応じな
いときでも飲酒運転を確実に防止することができる。
【００６５】
　また、飲酒運転抑制装置１によれば、ヘルプネットを通じて非飲酒者であることを保証
することにより、非飲酒者に対して運転中の飲酒検査を免除でき、ドライバの負担及び飲
酒検査の煩わしさを軽減できる。飲酒検査を実施しないので、誤検知や誤検知によるイン
タロックも発生しない。
【００６６】
　以上、本発明に係る実施の形態について説明したが、本発明は上記実施の形態に限定さ
れることなく様々な形態で実施される。
【００６７】
　例えば、本実施の形態では本発明に係る飲酒検査装置を車両に搭載される飲酒運転抑制
装置に適用したが、車載以外でも適用可能であり、また、飲酒検査装置自体や飲酒検査が
必要な他の装置にも適用可能である。
【００６８】
　また、本実施の形態では覚醒度に基づいて飲酒検査を実施するか否かを判定し、覚醒度
が低下した場合にのみ飲酒検査を実施するようにドライバに対して要求する構成としたが
、覚醒度が低下した場合にドライバに対して検査要求することなく、アルコール濃度検知
センサを作動させ、飲酒状態を自動的に判断する構成としてもよい。
【００６９】
　また、本実施の形態では覚醒度を閉眼状態に基づいて判断する構成としたが、生理情報
などの他の情報に基づいて判断する構成としてもよい。
【００７０】
　また、本実施の形態ではスタータカットリレーを用いてインタロックする構成としたが
、シフトレバーなどの他の手段を用いてインタロックするようにしてもよい。
【００７１】
　また、本実施の形態ではヘルプネットを利用して飲酒の誤検知の判断やインタロックの
解除などを行う構成としたが、ドライバに対して第三者であれば、ヘルプネット以外でも
よい。
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【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本実施の形態に係る飲酒運転抑制装置の構成図である。
【図２】図１の飲酒運転抑制装置を搭載した車両における運転開始時の動作の流れを示す
フローチャートである。
【図３】図１の飲酒運転抑制装置を搭載した車両における運転中の動作の流れを示すフロ
ーチャートである。
【図４】図１の飲酒運転抑制装置を搭載した車両をドライバが初回運転時の動作の流れを
示すフローチャートである。
【図５】図１の飲酒運転抑制装置を搭載した車両をドライバが２回目以降運転時の動作の
流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００７３】
　１…飲酒運転抑制装置、１０…ドライバ覚醒度低下判断装置、１１…飲酒検査装置、１
２…指紋認証装置、１３…シート加重センサ、１４…シートベルトセンサ、２０…通信機
、２１…スピーカ、２２…スタータカットリレー、３０…ＥＣＵ、３０ａ…アクチュエー
ション判断部、３０ｂ…インタロック制御部、４０…ヘルプネットセンタ

【図１】 【図２】
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【図５】
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